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ハローワークにおける副業・兼業が可能な求人の確保とマッチングの取組

○ 求人者の人材確保を支援する中で、求人者の意向を踏まえつつ助言等を行いながら、
副業・兼業が可能な求人の確保・受理を行い、マッチングに取り組んでいる。
・ 副業・兼業を希望する求職者がフリーワード検索できるよう、副業・兼業が可能な求人の
記載ぶりを統一（令和６年３月～）。

・ 副業・兼業を希望する求職者を職員がシステム上で把握できるようにし、副業・兼業が可
能な求人へのマッチングに活用（令和６年６月～）。
※ 副業・兼業が可能な求人：約16.9万人、副業・兼業を希望する求職者：約3,600人(令和６年６月～令和７年１月)

現状の取組

（１）副業・兼業を支援する他の関係機関との連携
⇒ 求人受理等の際、求人者から副業・兼業の受入れに係る専門的な相談があった場合
は、副業・兼業を支援する他の関係機関も案内するなど、関係機関との連携を図る。

（２）「ハローワークにおける副業・兼業の取扱い」の周知と取組の推進
⇒ ハローワークにおいて副業・兼業に係る求人・求職マッチングを行っている旨の周
知を積極的に行うとともに、引き続き、求人者の意向を踏まえた求人作成支援や、求職
者とのマッチングを実施。

今後の取組の方向性

○ 副業・兼業可(※）とした教育機関の求人（いわゆるシフト制のパートタイム求人）につ
いて、教員経験があって、一部の時間帯で希望が合致し、兼業を希望する求職者を紹介、
充足。
※ 副業・兼業が可能である旨、求人票にも明記

○ ハローワーク武生（福井労働局）においては、副業・兼業に取り組む企業に対し、求
人の記載方法をアドバイスする独自のリーフレットを作成し、ウェブサイトで公開する
とともに、企業説明会での配布、地元自治体や商工会議所に対して周知を依頼。

取組事例

（参考）ハローワーク武生リーフレット

（参考）求人票への記載の例
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